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県
内
５
地
区
に
編
成
・
設
置　

避
難
所
で
の
二
次
被
害
防
ぐ

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

す
る
大
災
害
で
は
、
避
難
所
な

ど
で
の
体
調
悪
化
な
ど
に
よ
る

災
害
関
連
死
が
大
き
な
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
時

に
配
慮
を
要
す
る
方
々
に
、
そ

れ
ぞ
れ
に
適
し
た
避
難
環
境
を

提
供
し
、
避
難
生
活
に
伴
っ
て

生
じ
る
二
次
被
害
の
発
生
を
防

止
す
る
こ
と
は
、

防
災
対
策
上
極
め

て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で

は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
か
ら
、

災
害
時
要
配
慮
者

に
対
す
る
支
援
に

は
、
広
域
的
な
福

祉
･
介
護
分
野
の

人
材
派
遣
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
が

不
可
欠
と
し
て
、

都
道
府
県
に
そ
の

取
り
組
み
を
促
し

て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
新

潟
県
社
会
福
祉
協

議
会
が
事
務
局
と
な
っ
て
「
新

潟
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」を
設
立
し
、

構
成
団
体
の
専
門
性
を
生
か
し

た
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
福
祉
専
門
職
67
人
に

よ
る「
災
害
福
祉
支
援
チ
ー
ム
」

を
県
内
5
地
区
に
編
成
・
設
置

す
る
運
び
と
な
り
、
3
月
1
日

に
新
潟
市
で
開
催
し
た
チ
ー
ム

研
修
会
を
皮
切
り
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
、
原
則
と
し
て
、

被
災
市
町
村
か
ら
の
支
援
要
請

を
受
け
た
県
の
要
請
に
基
づ
い

て
、
被
災
地
の
避
難
所
や
福
祉

避
難
所
な
ど
に
派
遣
さ
れ
、
要

配
慮
者
に
対
す
る
福
祉
的
な
支

援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
体
制
や
運
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ー
ム
の

発
足
は
、
新
潟
県
の
災
害
対
策

に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
で
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
大
き
く
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
を
実
効
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
チ
ー

ム
の
支
援
活
動
を
行
政
と
福
祉

関
係
団
体
な
ど
が
協
働
し
て
行

う
災
害
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

明
確
に
位
置
付
け
、
関
係
者
間

巻頭
特集
頭
集

新潟県災害福祉
広域支援ネットワーク協議会

災害福祉支援チームが始動

３月１日に新潟ユニゾンプラザで開催された「災害福祉支援チーム研修会」ワークショップ

　

新
潟
県
内
13
福
祉
関
係
団
体
で
構
成
す
る
「
新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
で

は
、
災
害
時
に
構
成
団
体
の
福
祉
専
門
職
な
ど
を
避
難
所
や
福
祉
避
難
所
な
ど
に
派
遣
し
、
要
配
慮
者
に

対
す
る
支
援
活
動
を
行
う
「
災
害
福
祉
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

〈新潟県災害福祉広域支援ネットワーク協議会の構成団体〉

事業者団体

○県老人福祉施設協議会 　○県身体障害者福祉施設協議会
○県精神障害者社会福祉施設協議会
○県社会福祉法人経営者協議会　○県知的障害者福祉協会 
○県救護施設協議会　○県社会就労センター連絡協議会

職能団体 ○県社会福祉士会　○県介護福祉士会
○県ホームヘルパー協議会　○県介護支援専門員協会

その他の団体 ○災害福祉広域支援ネットワーク ･サンダーバード
○県社会福祉協議会（事務局）
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サービス型支援チーム

に
お
い
て
共
有
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
協
議
会
で
は
、

チ
ー
ム
派
遣
の
ル
ー
ル
と
な
る

協
定
の
締
結
や
チ
ー
ム
活
動
の

県
地
域
防
災
計
画
へ
の
明
記
に

つ
い
て
、
県
と
の
間
で
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
で
は
、
福
祉
避
難
所
の
開

設
が
遅
れ
る
な
ど
、
過
去
の
大

災
害
の
貴
重
な
教
訓
が
生
か
さ

れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
協
議
会
の
「
災
害

福
祉
支
援
チ
ー
ム
」
と
目
的
を

同
じ
く
す
る
熊
本
県
の
チ
ー
ム

も
迅
速
な
支
援
体
制
を
組
め
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
で
は
、
支
援
に

当
た
る
チ
ー
ム
員
も
被
災
者
で

あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
施
設
利
用
者
や
家

族
な
ど
守
る
べ
き
存
在
が
あ
る

中
で
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
、
期
待
に
応
え
て
い

け
る
か
。
チ
ー
ム
に
と
っ
て
大

き
な
課
題
を
は
ら
み
な
が
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
今
後
と
も

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

避　難　所

福祉避難所

受入施設等

被災市町村

県

支援要請

県内 5地区に事前設置

フェーズⅠ
（発災・緊急期）

フェーズⅡ
（２日～３日・応急期）

フェーズⅢ
（４日～７日・復旧期） （８日～・復旧期）

派遣
指示

チーム
設置

訓練
研修

派
遣

支援要請

【災害時】

【派 遣 先】

被災地域

【活動内容】

被災情報の把握

被災市町村への
福祉的助言等

【派 遣 先】

【活動内容】
マンパワー供給による
直接的サービス支援等

【派 遣 先】

一般避難所

【活動内容】

【平常時】

ネット協
災害対策本部
（県社協内）

ネット協事務局
（県社協）

チーム編成

派 遣 チ ー ム 概 念 図

災害時におけるチーム派遣支援のイメージ（県内発生災害を想定）

先遣活動チーム アセスメント型支援チーム

被災地被災地

施　設

事業所

事業者団体

職能団体

会　員

会　員チーム員
推　薦

ネ
ッ
ト
協
構
成
団
体

先遣活動先遣活動
チームチーム

サービス型サービス型
支援チーム支援チーム

アセスメント型アセスメント型
支援チーム支援チーム

福祉ニーズの把握
相談への対応

応急的ケアの実施

福祉的課題の
解決・調整等

スクリーニングの実施

一般避難所

福祉避難所

受入施設等
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1　新たなニーズに応える

（１）  地域における権利擁護事業の推進
　▷ 日常生活自立支援を 14社協（６社協増）に
委託実施

　・新任専門員研修会《新規》
　▷成年後見制度普及促進
　・成年後見制度に関する実態把握調査《新規》
（２）総合事業など地域で支え合う仕組み構築
　▷新たな社会課題の抽出及び検討
　▷ 新たな社会課題に対応する共生の仕組みづく
り構築

（３）福祉人材の確保等
　▷福祉人材センターと長岡支所の運営
　・上越市出張相談の実施《新規》
　▷離職介護福祉士等届出《新規》
　▷福祉職員研修受講支援
　▷介護福祉士等修学資金貸付
　・介護福祉士実務者研修受講資金貸付《新規》
　・離職した介護人材の再就職準備金貸付《新規》
（４）社会福祉協議会役員の視察研修
　▷市町村社会福祉協議会会長視察研修
（５）介護知識・技術の普及・促進
　▷認知症ケアステップアップセミナー開催
（６）避難者の生活再建への支援
　▷福島県避難者相談支援
（７）生活の安定への支援
　▷ 新潟県 ･新潟市ひとり親家庭高等職業訓練促
進資金貸付《新規》

　▷ 児童養護施設退所者等に対する自立支援資金
貸付《新規》

２　社協活動啓発・広報活動の強化に向けた取組

（１）福祉に関する県民の理解や関心の向上
　▷県民福祉大会開催
　▷ 福祉 ･介護 ･健康フェアを新潟市と長岡市
　　《新規》で開催
（２）情報発信・広報活動の充実
　▷福祉団体とマスコミとの懇談会開催
　▷市町村社協広報研修会開催

▷地域における権利擁護事業の推進
▷生活困窮者の自立支援と地域づくりの推進
▷災害福祉広域支援ネットワーク事業の推進
▷福祉職員研修受講支援事業の推進

３　他団体との協力・連携促進

（１） 福祉関係団体との連携・協働を基盤とした
政策提言、予算要望活動の実施

（２） 大規模災害に備えた福祉広域支援ネットワー
ク構築

　▷ 新潟県災害福祉広域支援ネットワーク協議会
の運営と災害福祉支援チームの研修・訓練実施

４　県社協組織の総合力発揮に向けて

　▷県社協職員研修の充実

５　自主財源の確保

（１） 広く県民からの寄付を募るためのシステム
運営

　▷ 寄付のマッチング事業「ファンドレイジング
福祉にいがた」の運営

（２） 地域福祉活動を応援する企業・団体等の拡
大と自主財源の確保

　▷賛助会員の拡大
（３）広告収入の拡充
　 福祉にいがたやホームページ、県社協封筒など
に積極的に広告を掲載します。

（４）新潟ユニゾンプラザの管理運営
　▷賃貸収入増収に向けた取り組み
　▷自主事業の取り組み

平成29年度の主な事業計画

 県社協の基本理念や基本方針実現の
ため策定した「活動指針」を推進します。
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平成29年度当初予算　資金収支予算内訳表
会計単位／事業区分／拠点区分　等 収支等区分 H29当初予算

（a）
H28当初予算
（b）

増　　減
（c）

 １　一般会計
総収入 1,745,596 1,690,926 54,670
総支出 1,680,478 1,643,624 36,854

当期末支払資金残高 65,118 47,302 17,816

⑴　社会福祉事業　合計
総収入 511,028 586,992 △75,964
総支出 471,810 556,434 △84,624

当期末支払資金残高 39,218 30,558 8,660

①法人運営事業
（理事会・評議員会など）

総収入 82,340 159,522 △77,182
総支出 77,976 159,046 △81,070

当期末支払資金残高 4,364 476 3,888

②連絡調整事業
（要望活動、福祉団体懇談会など）

総収入 7,251 7,532 △281
総支出 7,251 7,532 △281

当期末支払資金残高 0 0 0

③企画・広報事業
（福祉・介護・健康フェア、各種調査など）

総収入 11,252 9,311 1,941
総支出 11,252 9,311 1,941

当期末支払資金残高 0 0 0

④地域福祉活動推進事業
（成年後見促進・法人後見支援事業、市町村社協支援など）

総収入 55,159 56,241 △1,082
総支出 55,159 56,241 △1,082

当期末支払資金残高 0 0 0

⑤高齢者福祉活動推進事業
（明るい長寿社会づくり事業など）

総収入 92,201 97,494 △5,293
総支出 92,201 97,494 △5,293

当期末支払資金残高 0 0 0

⑥障害者福祉活動推進事業
（福祉の店パレット新潟店など）

総収入 12,095 12,448 △353
総支出 12,095 12,448 △353

当期末支払資金残高 0 0 0

⑦福祉サービス利用支援事業
（日常生活自立支援事業など）

総収入 76,125 75,432 693
総支出 76,125 75,432 693

当期末支払資金残高 0 0 0

⑧福祉従事者確保・就労促進事業
（福祉人材センター事業、福利厚生センター事業など）

総収入 68,407 66,446 1,961
総支出 68,407 66,446 1,961

当期末支払資金残高 0 0 0

⑨共同募金配分金事業
（福祉にいがた発行事業、県民福祉大会など）

総収入 13,539 13,325 214
総支出 13,539 13,325 214

当期末支払資金残高 0 0 0

⑩助成事業
（福祉施設への助成）

総収入 7,151 12,151 △5,000
総支出 7,151 12,151 △5,000

当期末支払資金残高 0 0 0

⑪基金管理運営事業
（県民たすけあい基金など）

総収入 85,508 77,090 8,418
総支出 50,654 47,008 3,646

当期末支払資金残高 34,854 30,082 4,772

⑵　公益事業　合計
総収入 1,097,395 892,912 204,483
総支出 1,072,189 873,907 198,282

当期末支払資金残高 25,206 19,005 6,201

①福祉従事者養成・資質向上事業
（社会福祉研修センター事業）

総収入 29,978 28,148 1,830
総支出 27,393 28,148 △755

当期末支払資金残高 2,585 0 2,585

②介護支援専門員養成・資質向上事業
（ケアマネ実務研修受講試験事業）

総収入 45,638 44,900 738
総支出 23,017 25,895 △2,878

当期末支払資金残高 22,621 19,005 3,616

③福祉従事者退職共済事業
総収入 826,909 802,536 24,373
総支出 826,909 802,536 24,373

当期末支払資金残高 0 0 0

④貸付事業
（介護福祉士等修学資金など）

総収入 194,870 17,328 177,542
総支出 194,870 17,328 177,542

当期末支払資金残高 0 0 0

⑶　収益事業　合計
総収入 137,173 211,022 △73,849
総支出 136,479 213,283 △76,804

当期末支払資金残高 694 △2,261 2,955

①新潟ユニゾンプラザ管理運営事業
総収入 137,173 211,022 △73,849
総支出 136,479 213,283 △76,804

当期末支払資金残高 694 △2,261 2,955
※総収入額に前期末支払資金残高を含めている。

（単位：千円）
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成29年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK16-16919 2017.2.3作成〉

◆ 29年度新設 看護師の賠償責任補償（プラン1-①オプション2）

　

ま
だ
残
る
肌
寒
さ
の
中
に
、
ほ
の

か
に
春
の
香
り
が
し
ま
す
。「
新
年
度
」

「
新
入
学
」「
新
生
活
」
等
々
、
何
か

と
〝
新
し
い
〞
こ
の
季
節
は
、
な
ん

と
な
く
期
待
に
胸
弾
む
よ
う
な
、
そ

れ
で
い
て
な
ん
と
な
く
ソ
ワ
ソ
ワ
す

る
よ
う
な
気
持
ち
が
な
い
ま
ぜ
に

な
っ
て
、
不
思
議
な
感
覚
に
な
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

時
間
の
流
れ
の
中
に
は
変
化
が
つ

き
も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
顕
著
に
感

じ
る
の
が
こ
の
時
期
。
職
場
の
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
っ
た
り
、
担
当
業
務
が

変
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
自
身
の
立

場
が
変
わ
っ
た
り
と
、
自
分
が
身
を

置
く
環
境
に
変
化
が
起
き
ま
す
。
常

に
も
増
し
て
、
め
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ

去
っ
て
い
く
日
々
。
置
い
て
い
か
れ

な
い
よ
う
に
、
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ

へ
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
と
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
抱
く
思
い
や
感
情
が
高

ま
っ
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り

ま
す
。

　

最
初
は
手
探
り
だ
っ
た
も
の
が
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
次
第
に
自
分

の
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
、
今
度
は

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
徐
々

に
〝
慣
れ
て
〞
い
き
ま
す
。
良
い
方

向
に
働
け
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
日
々
の
習
慣
の
中

で
私
達
は
、
当
初
思
い
描
い
て
い
た

大
切
な
「
何
か
」
を
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ

リ
と
ど
こ
か
に
置
き
忘
れ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
意
識
し
よ
う
と
心
が
け

て
い
た
こ
と
、
こ
れ
は
頑
張
る
ぞ
と

意
気
込
ん
で
い
た
も
の
、
気
が
つ
け

ば
「
…
あ
れ
？
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
に
な
ぁ
」
と
い
う
現
象
は
、

恐
ら
く
誰
し
も
が
経
験
す
る
こ
と
で

あ
り
、
私
も
例
に
漏
れ
ず
そ
の
一
人

で
す
。
そ
う
し
て
光
の
速
さ
で
１
年

は
過
ぎ
去
り
、
い
つ
し
か
ま
た
、
新

し
い
春
は
や
っ
て
来
ま
す
。

　

切
れ
目
な
く
、
途
切
れ
る
こ
と
な

く
巡
り
、
移
ろ
っ
て
い
く
時
間
―
何

を
思
い
こ
の
場
所
に
い
る
の
か
、
何

を
す
る
た
め
に
こ
こ
に
い
る
の
か
、

こ
の
先
ど
う
な
り
た
い
の
か
、
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
…
節
目
の
折
、

そ
っ
と
自
分
の
心
に
問
い
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　

 （
実
央
）

め
ぐ
り
め
ぐ
る

ず～むず～む
20172017
Vol.Vol.1818
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Informat ion Red Feather

　

平
成
29
年
度
共
同
募
金
広
域

助
成
事
業
（
30
年
度
事
業
）
を

募
集
し
ま
す
。

　

概
要
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。
要
項
・
申
請
書
は
、
当
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

締
め
切
り
は
５
月
22
日（
月
）。

消
印
有
効
。

　

ま
た
、
市
町
村
共
同
募
金
委

員
会
で
も
公
募
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各

地
域
の
共
同
募
金
委
員
会
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５-

２
８
１-

５
５
３
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.h7.dion.

ne.jp/~
ni-kyobo

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
助
成
決
定
交
付
式

　

３
月
13
日
に
第
66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
助
成

決
定
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。交
付
式
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟

放
送
局
の
鈴
木
仁
局
長
が「
長

く
続
い
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
は
ひ

と
り一
人
の
善
意
で
な
り
た
っ
て

お
り
、支
援
の
必
要
な
方
々
へ
使

わ
れ
て
い
る
。今
回
の
助
成
も
有

意
義
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
７
、４
７
３
、３
５
６

円
の
募
金
が
集
ま
り
14
施
設・団

体
へ
助
成
が
決
定
し
、小
田
敏
三

会
長
か
ら
目
録
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

施
設・団
体
を
代
表
し
て
特
定

非
営
利
活
動
法
人
青
り
ん
ご
の

会
中
村
督
理
事
長
が「
助
成
い
た

だ
い
た
車
両
を
作
業
所
の
利
用

者
の
足
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と

に
感
謝
い
た
し
ま
す
」と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

「
平
成
28
年
新
潟
県
糸
魚
川

市
に
お
け
る
大
規
模
火
災
義

援
金
」受
付
期
間
延
長

　

糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
義
援

金
の
受
付
期
間
が
６
月
30
日
ま

で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
義
援
金
」

受
付
期
間
延
長

　

熊
本
地
震
の
義
援
金
受
付
期

間
が
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

平成29年度共同募金広域助成事業（30年度事業）募集のお知らせ平成29年度共同募金広域助成事業（30年度事業）募集のお知らせ

１. 事業名 県広域福祉団体助成

 対象事業 県域を単位とする民間の福祉団体が実施する社会福祉事業等

 助成基準 事業費の 80％を上限

２. 事業名 社会福祉施設整備助成

 対象事業 高齢者・障がい者・児童などを支援する法定施設で、施設利用者の処遇向
上のための備品・車両の整備、施設の増改築や改修など

 助成基準 事業費の 75％（200万円）を上限。多額の繰越金を有する団体は対象外

３. 事業名 地域活動支援センター等支援助成

 対象事業 地域活動支援センター等が実施する研修・交流会の開催、建物の修繕、作
業用備品の購入、自主製品の材料購入、送迎用車両の購入など

 助成基準 原則として事業費の90％を上限。多額の繰越金を有する団体は対象外

４. 事業名 ボランティア団体等活動支援助成

 対象事業 ボランティア団体やNPO法人が事業拡大等をする場合に必要な経費

 助成基準 原則として事業費の80％（30万円）を上限

５. 事業名 地域活動支援助成

 対象事業
社会福祉法人、NPO法人、自治会等の地域団体、社会福祉活動を行う非
営利団体・グループが公的助成の対象とならない「生活支援事業」「交流
支援事業」「移動支援事業」を実施するために必要な経費

 助成基準 原則として事業費の90％（事業内容に応じ100万円から10万円）を上限



8

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
社

会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
、
各
研
修
会
の
申
し
込
み

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
研
修
受
講

シ
ス
テ
ム
）
か
ら
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
各
法
人
・
事
業
所
ご

と
に
発
行
し
て
い
る
専
用
の
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
ロ

グ
イ
ン
し
、
申
し
込
み
手
続
き

を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
本
シ

ス
テ
ム
に
は
そ
の
他
に
も
便
利

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的

に
活
用
く
だ
さ
い
。

①
受
講
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム

　

本
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
研

修
を
受
講
す
る
ご

と
に
、
そ
の
実
績
が

「
履
歴
」
と
し
て
職

員
ご
と
に
自
動
的

に
表
示
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
他
団

体
主
催
の
研
修
に

参
加
し
た
実
績
も

入
力
す
る
こ
と
が

で
き
、
職
員
の
研
修

受
講
状
況
の
把
握

や
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

の
形
成
に
係
る
指

導
・
助
言
な
ど
の
一

助
と
し
て
役
立
ち

ま
す
。

　

こ
の
履
歴
は
、
新

潟
県
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
研
修
セ
ン
タ
ー
」
コ
ン

テ
ン
ツ
枠
内
に
あ
る
「
職
員
情

報
編
集
・
受
講
履
歴
管
理
」
か

ら
一
覧
で
職
員
ご
と
に
確
認
が

で
き
る
ほ
か
、
個
人
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
ロ
グ
イ
ン

を
し
、
職
員
自
身
が
閲
覧
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

② 

職
員
別「
お
す
す
め
研
修
」

機
能

　

本
シ
ス
テ
ム
に
登
録
の
あ
る

職
員
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
福

祉
経
験
年
数
や
職
種
な
ど
に
基

づ
い
て
お
す
す
め
の
研
修
を
提

案
し
ま
す
＝
表
示
画
面
イ
メ
ー

ジ
参
照
＝
。
ま
た
、当
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
研
修
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
福
祉
従
事
者
を
対
象

と
し
た
そ
の
他
団
体
＝
表
＝
が

実
施
す
る
研
修
に
つ
い
て
も
同

様
に
お
す
す
め
の
研
修
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
潟

県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
研
修
セ
ン
タ
ー
」

コ
ン
テ
ン
ツ
枠
内
に
あ
る
「
職

員
別
お
す
す
め
研
修
」を
ク
リ
ッ

ク
し
、
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン

の
上
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
る
人
材
を
確
保
し
、
質
の
高

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実

施
す
る
に
は
、
職
員
の
人
材
育

成
と
資
質
向
上
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
職
員
自
ら
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
道
筋
（
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
）
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
能
力

を
習
得
す
る
た
め
の
一
助
と
し

て
く
だ
さ
い
。

新潟県社会福祉協議会 人事異動

福
祉
職
員

福
祉
職
員

「
研
修
受
講
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
」
積
極
活
用
を
！

「
研
修
受
講
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
」
積
極
活
用
を
！

（４月１日付）
総務管理課
嘱　　託 小松　喜孝（新採用）
企画広報課
課　　長 横堀　直樹（福祉人材課　課長）
課長代理 目崎　幹生（企画広報課　主査）

～昇任
主　　任 田中　鈴香（地域福祉課　主任）
地域福祉課
主　　任 寺口　祐司（企画広報課　主任）
嘱　　託 今野　佳織（新採用）
生活支援課
主　　査 竹ノ内悦子（福祉人材課　主任）

～昇任
嘱　　託 猿子　武志（新採用）
嘱　　託 池田　洋一（総務管理課　嘱託）
嘱　　託 稲田　美紀（新採用）
福祉人材課
課　　長 新保由己子（福祉人材課　課長代理）

～昇任
嘱　　託 石川　基世（新採用）

◆退職（３月31日付）
渡邊　　豊（企画広報課長）
山口　千秋（生活支援課嘱託）

研修提案７団体

・新潟県社会福祉協議会社会福祉研修センター
・新潟県社会福祉士会
・新潟県介護福祉士会
・新潟県介護支援専門員協会
・新潟県ホームヘルパー協議会
・新潟県老人福祉施設協議会
・新潟県保育連盟
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2017年２月11日～2017年３月10日福祉福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉NEWSNNNNNNNNNNNNNEEEEEEEEEEEEEWWWWWWWWWWWWWSSSSSSSSSSSSS

　

八
色
の
森
公
園
を
見
な
が
ら
パ
ン
と
ラ
ン
チ

　

ド
ア
を
開
け
る
と
、
外
は
カ

リ
ッ
と
、
中
は
も
ち
も
ち
の
バ

ケ
ッ
ト
や
塩
味
が
程
よ
く
利
い

た
塩
パ
ン
、
バ
タ
ー
を
使
っ
た
ふ

わ
ふ
わ
食
感
の
食
パ
ン
な
ど
人

気
の
パ
ン
が
出
迎
え
ま
す
。
毎
日

６
、
７
人
の
利
用
者
が
藻
塩
や
沖

縄
産
の
砂
糖
、
国
産
小
麦
粉
、
そ

し
て
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
っ
て
作
る
体
に
優
し
い
米
粉

パ
ン
。
菓
子
パ
ン
・
惣
菜
パ
ン
を

中
心
に
、
桜
あ
ん
パ
ン
な
ど
季
節

限
定
品
も
含
め
る
と
毎
日
焼
く

パ
ン
の
種
類
は
25
種
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。

　

焼
き
た
て
パ
ン
は
右
手
の
カ

フ
ェ
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
、
目

の
前
に
八
色
の
森
公
園
が
広
が
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム

に
最
適
。キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
小

さ
な
子
ど
も

と
一
緒
に
ラ

ン
チ
を
楽
し

む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

出
汁
か
ら
き
ち
ん
と
取
っ
た

無
添
加
の
手
作
り
ラ
ン
チ
は
、
和

食
メ
ニ
ュ
ー
中
心
の
日
替
わ
り

の
「
す
ず
カ
フ
ェ
ラ
ン
チ
」（
８

０
０
円
）
を
は
じ
め
、
２
種
の
お

に
ぎ
り
が
楽
し
め
る
「
と
ん
と
ん

ラ
ン
チ
」（
５
０
０
円
）
な
ど
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
限

定
の
「
サ
ー
ビ
ス
パ
ン
ラ
ン
チ
」

（
５
０
０
円
）
は
、
３
種
類
の
パ

ン
と
ス
ー
プ
を
選
べ
る
お
得
な

セ
ッ
ト
で
す
。
パ
ス
タ
類
も
ボ

リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
。
厨
房
と
接

客
を
３
人
ほ
ど
の
利
用
者
が
職

員
と
と
も
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

自
慢
の
食
パ
ン
を
活
用
し
た

か
り
ん
と
う
や
ラ
ス
ク
、
米
粉
サ

ブ
レ
も
好
評
で
、
今
後
は
菓
子
類

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
す
。

福祉の店

味わい散歩味わい散歩

工
房
と
ん
と
ん
〜
す
ず
カ
フ
ェ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
〜

社
会
福
祉
法
人　

桐
鈴
会（南

魚
沼
市
浦
佐
５
１
４
３
―
１
）

◇
10
時
〜
16
時

◇
日
・
月
・
祝
日
休
み

◇
☎
０
２
５
（
７
８
０
）
４
１
５
０

●魚沼基幹病院

ケアハウス鈴懸
●

★1717

魚
野
川

魚
野
川 浦

佐
バ
イ
パ
ス

浦
佐
バ
イ
パ
ス

工房とんとん工房とんとん

●池田記念美術館

●
八色の森公園

大和中学校
●

浦佐小学校
●
さわらび
ホール●

浦
佐
駅
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１　

児
童
と
の
関
わ
り

　

村
上
市
第
三
地
区
の
児
童
委

員
と
主
任
児
童
委
員
９
人
全
員

は
、「
元
気
わ
く
わ
く
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
い
う
名
称
で
岩
船
小

学
校
と
連
携
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
平

成
27
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
度
で
３
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

活
動
は
、
各
自
都
合
の
つ
く

時
間
に
学
校
を
訪
問
し
、
学
年

や
授
業
内
容
を
問
わ
ず
児
童
の

様
子
を
見
て
、
次
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

⑴ 

健
康
状
態
な
ど
を
観
察
し
、

具
合
の
悪
そ
う
な
児
童
に
声

を
か
け
、
担
任
の
先
生
と
の

連
携
を
と
る

⑵ 

学
習
用
具
の
準
備
状
況
や
無

気
力
に
な
っ
て
い
る
児
童
へ

の
励
ま
し
の
声
か
け

⑶ 

授
業
中
の
立
ち
歩
き
や
教
室

外
に
無
断
で
出
る
な
ど
す
る

児
童
へ
注
意
（
昨
年
度
ほ
と

ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
）

⑷ 

体
育
館
で
の
授
業
や
活
動
へ

の
サ
ポ
ー
ト（
着
替
え
な
ど
）

⑸ 
校
外
で
の
活
動
や
避
難
訓
練

な
ど
の
付
き
添
い
や
安
全
へ

の
見
守
り

２　

公
民
館
活
動
へ
の
協
力

　

毎
月
１
、２
回
程
実
施
さ
れ

る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の

活
動
を
支
援
・
協
力
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
教
室
は
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
希
望
者

が
対
象
で
す
。
現
在
は
35
人
が

在
籍
し
、
放
課
後
の
１
時
間

（
15
時
〜
16
時
）、
小
学
校
内
の

空
き
教
室
１
室
を
利
用
し
て
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

30
分
間
は
全
員
で
宿
題
を
行

い
、
そ
の
後
は
各
月
の
計
画
に

従
い
、
主
任
児
童
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
子
ど
も
茶
会
を
は

じ
め
、
折
り
紙
や
紙
芝
居
、
読

み
聞
か
せ
、
郷
土
カ
ル
タ
、
植

物
の
話
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
作
り
、
作
っ
て
遊

ぼ
う
正
月
遊
び
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

３　

地
域
活
動
の
見
守
り

　

地
域
の
大
人
や
若
者
、
子
ど

も
同
士
の
活
動
に
対
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
青
少
年
健
全
育
成
会
な
ど

と
と
も
に
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
で
開
催
さ
れ
る
大
祭
や

七
夕
、
左
義
長
、
町
内
子
供
会

お
楽
し
み
会
、
地
域
で
の
下
校

後
の
遊
び
、
登
下
校
時
の
な
が

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

４　

学
校
の
諸
行
事
に
参
加

　

入
学
式
や
卒
業
式
、運
動
会
、

展
覧
会
、
児
童
会
ま
つ
り
、
六

年
生
を
送
る
会
な
ど
、
地
域
の

方
と
共
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

５　

今
後
の
課
題

　

小
学
校
区
内
で
の
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、
児

童
委
員
の
活
動
へ
の
理
解
も
深

ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
参
加
の
仕
方

な
ど
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
学
校
と
の
連
携
と

い
う
点
で
、
更
に
よ
い
活
動
の

仕
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

村
上
市
第
三
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
岩
船
地
区
）

“こんにちは”民生委員・児童委員です
～民生委員制度創設100周年を迎えて～

Vol.4 村上市岩船小学校との連携

地
域
と
協
力
、
児
童
見
守
り
声
掛
け

「放課後子ども教室（学習支援）」

「放課後子ども教室（読み聞かせ）」
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新
潟
の
妖
怪
に
ま
つ
わ
る
絵
を
描
く
に
あ
た

り
、
最
初
に
何
を
描
こ
う
か
と
考
え
た
と
き
に

「
龍
し
か
な
い
」と
思
い
ま
し
た
。と
い
う
の
も
、

新
潟
の
文
化
を
考
え
る
教
科
書
と
し
て
私
が
愛

読
し
て
い
る
本
、「
北ほ

く

越え
つ

奇き

談だ
ん

」
の
巻
頭
が
『
龍

蛇
の
奇
』
な
の
で
す
。
こ
の
「
北
越
奇
談
」
は

橘た
ち
ば
な

崑こ
ん

崙ろ
ん

が
文
化
９
（
１
８
１
２
）
年
に
出
版
し

た
本
で
、
新
潟
県
内
の
不
思
議
な
話
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
龍
蛇
の
奇
は
、
崑
崙
が
信
濃
川
河

口
を
舟
で
渡
っ
て
い
る
と
き
に
日
本
海
か
ら
龍

の
よ
う
な
物
体
が
中
に
潜
む
黒
雲
が
や
っ
て
き

て
、
絶
体
絶
命
…
と
い
う
体
験
談
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
寛
政
５
（
１
７
９
３
）
年
10
月
20
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
井
土
巻
か
ら
２
匹
の
龍
が
現
れ
、
１

匹
は
三
条
、
１
匹
は
加
茂
へ
去
り
、
龍
が
通
り

過
ぎ
た
と
こ
ろ
は
大
被
害
。
こ
れ
が
「
闘
龍
」。

新
潟
か
ら
曳ひ

き

舟ぶ
ね

で
福
島
潟
へ
向
か
う
と
き
に
、

雲
が
水
を
巻
き
上
げ
…
こ
れ
が
「
巻け

ん

水す
い

」。
奇

談
と
い
う
と
、荒
唐
無
稽
の
話
と
思
い
ま
す
が
、

崑
崙
は
徹
底
的
に
取
材
を
し
、
こ
れ
は
と
思
う

と
現
地
に
走
り
ま
す
。
日
時
を
書
き
残
す
と
こ

ろ
も
「
作
り
話
で
は
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
の

あ
ら
わ
れ
と
思
い
ま
す
。

　
「
龍
蛇
の
奇
」
に
は
他
に
登
蛇
、似
類
、河
伯
、

う
わ
ば
み
、
龍
種
石
、
龍
力
が
あ
り
ま
す
。
登

蛇
は
年
を
経
た
蛇
が
天
に
昇
っ
て
龍
に
な
る
こ

と
。
似
類
は
そ
の
途
中
の
蛇
と
思
わ
れ
る
物
体

が
空
を
飛
ん
で
い
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
潟
平
野
を
蛇
行
す
る
川
は
、
ま
さ
に
蛇
。

伝
説
を
調
べ
て
い
る
と
、
大
蛇
や
龍
神
の
話
を

た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
か
こ

の
龍
蛇
の
地
図
を
越
後
佐
渡
全
県
版
で
作
っ
て

み
た
い
で
す
。

　
　

文
・
絵　

高
橋　

郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

新潟ユニゾンプラザ 情  報 貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール・会議室・研修室など用途や規模に
あわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　 ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【特別会議室】

【中研修室】
［定員］　80名
［広さ］　236㎡
　会議・セミナー・教
室など幅広い用途にお
使いいただけます。
　跳ね上げ式テーブル
により、配置換えの移
動も容易にできます。

の

新
潟

妖
怪

　スクール形式では最大 60席でのご利用が可能です。
　また、ロの字形式など目的に合わせたレイアウトで、
各種セミナーや面接・筆記試験会場、社内外の会議など
幅広くご利用いただけます。
［定員］　60人　［広さ］　186㎡　カーペット敷

新
潟
平
野
の

新
潟
平
野
の
龍龍り

ゅ
う

り
ゅ
う

蛇蛇だだ　
　
　
　

多
く
の
大
蛇
・
龍
神
伝
説
残
る



福祉にいがた 12

福 祉 の 現 場

この機関誌は、

赤い羽根共同募金の

助成を受け発行しています。

発行所／社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会

　　　　新潟市中央区上所2－2－2ユニゾンプラザ

　　　　☎ 025－281－5520

発行人／関谷　政友

定　価／５円（会員の購読料は会費に含む）

福祉にいがた
平成29年4月1日発行（毎月1日発行）

昭和27年9月16日　第三種郵便物認可

印刷／島津印刷㈱

岩名　浩伸さん
（新発田市社会福祉協議会地域福祉課主事）

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
担
当

に
な
っ
て
８
年
。
専
門
員
と
し
て
、

認
知
症
の
高
齢
者
や
知
的
あ
る
い
は

精
神
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
生
の
先
輩
た
ち
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
人
生
が
あ
り
、
そ
れ
を
ひ
も

と
く
こ
と
か
ら
支
援
を
考
え
て
い
ま

す
。
年
を
重
ね
た
方
々
の
人
生
観
は

発
見
や
驚
き
が
あ
り
勉
強
に
な
り
ま

す
」

　

や
り
が
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
人
や
関
係
機
関
、
支
援

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
大

き
な
労
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

金
銭
の
管
理
な
ど
も
任
さ
れ
る
だ
け

に
、
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
が
よ

り
大
切
。
そ
の
際
は
「
そ
の
人
の
価

値
観
を
否
定
し
な
い
」
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
金
銭
の
使
い
方
も

教
科
書
通
り
で
な
く
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ま
す
。「
た
だ

駄
目
、
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
生
き

る
楽
し
み
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し

い
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
お
手
伝

を
し
た
い
」
と
強
調
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
自
分

ひ
と
り
で
判
断
す
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
方
と
契
約
を
結
び
①
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
②
日
常
的
金
銭

管
理
サ
ー
ビ
ス
③
書
類
等
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
―
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。
社
協
の
３
人
の
専
門
員
で
新
発

田
市
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
８
市
町

村
の
70
件
（
人
）
を
精
力
的
に
担
当

し
て
き
ま
し
た
。
今
月
か
ら
は
２
つ

の
市
社
協
が
専
門
員
を
置
き
事
業
を

始
め
る
た
め
、
６
市
町
村
に
活
動
エ

リ
ア
が
縮
小
し
ま
す
が
、
熱
い
思
い

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
卒
業
と
と
も
に
新
発
田
市
社

協
に
。
26
歳
で
し
た
。
学
生
時
代
、

社
会
福
祉
士
資
格
取
得
に
向
け
た
２

週
間
の
実
習
で
社
協
の
仕
事
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。「
出
会
え
る
人
の
幅

広
さ
と
自
分
で
事
業
を
創
っ
て
い
け

る
自
由
さ
」
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

そ
の
「
楽
し
さ
」
を
原
動
力
に
日
々

の
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

家
に
帰
れ
ば
元
気
あ
ふ
れ
る
２
児

の
父
。
趣
味
の
車
は
、
か
つ
て
の
ス

ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ

イ
プ
に
自
粛
中
と
の
こ
と
で
す
。

No.19NNNNNoo 1.11999

その人らしい幸せを尊重して支援

「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
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福祉の店パレット

特定非営利活動法人　大杉の里
ワークセンターおおすぎのさと
（就労移行、就労継続Ｂ型）
（上越市浦川原区虫川818番地）

問い合わせ 福祉の店パレット新潟店　　☎025－281－5513
県社協　地域福祉課　　　　☎025－281－5521

【商品説明】
☆お米　　　450g　432円（税込み）
☆ポン菓子　100g　311円（税込み）
☆ポン菓子　 50g　210円（税込み）

［施設紹介］
　菓子製造、紙製品・廃油石鹸製造、農業、受
託作業（清掃、小型機器解体）など様々な作業
を行ないながら、
自分らしく・暮ら
していくをモッ
トーに、お休みに
はサッカー観戦、
温泉などへ行った

　お米は天水
田で育てたコ
シヒカリで
す。上越浦川
原区と吉川区
の境になる山
間地（小麦平）
で育てました。風通しがよく、沢の水を引
き減農薬で育てました。小粒ですがとても
おいしいので是非ともお試しください。

り、作った製品を販売しています。
　現在、農業と福祉の連携を模索しながら､
天水田でコシヒカリを育てています。


